
今
春
闘
の
回
答
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
日
立
製
作
所
が
回
答

に
つ
い
て
発
表
し
た
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
日
立
が
グ

ロ
ー
バ
ル
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
は
、
多
様
な
人
材
の
活

躍
が
重
要
で
、
ジ
ョ
ブ
型
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換
が

必
要
不
可
欠
と
述
べ
て
い
ま
す
。
21
年
度
は
、
従
業
員
一
人

ひ
と
り
が
ジ
ョ
ブ
型
を
「
自
分
ご
と
化
」
と
捉
え
、
「
自
分

の
キ
ャ
リ
は
、
自
分
で
作
れ
」
と
自
己
責
任
を
求
め
て
い
ま

す
。夢

が
持
て
な
い
日
立
の
企
業
戦
略

国
内
の
電
機
産
業
は
、
技
術
革
新
が
飛
躍
的
に
進
む
中
国

や
台
湾
の
電
機
産
業
メ
ー
カ
ー
と
比
べ
、
シ
ェ
ア
も
国
際
競

争
力
も
著
し
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
日
立
で
は
、
「
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
に
勝
ち
抜
く
」
と
「
選
択
と
集
中
」
す
る
事
業
は
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
中
心
に
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

特
化
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
企
業
を
支

え
て
き
た
も
の
づ
く
り
を
「
不
採
算

部
門
」
と
い
う
名
で
切
り
捨
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

『
高
い
営
業
利
益
率
』
を
確
保
す
る

と
言
い
ま
す
。
電
機
各
社
は
、
横
並

び
で
同
様
の
施
策
を
掲
げ
競
い
合
っ

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の

グ
ル
ー
バ
ル
企
業
の
役
割

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
的
な
感
染

拡
大
が
猛
威
を
振
る
い
、
世
界
経
済
も
落
ち
込
ん
で
い
る
時
、

こ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
戦
略
な
の
で

し
ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
危
機
の
中
で
は
「
雇
用
も
企
業
も
守
る
」

と
い
う
立
場
が
大
切
で
す
。

黒
字
な
の
に
リ
ス
ト
ラ
を
強
行
す
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｍ
で
選
別
し
、

自
己
責
任
を
押
し
付
け
「
キ
ャ
リ
ア
が
不
十
分
」
「
あ
な
た

の
や
る
仕
事
は
な
い
」
と
「
追
い
出
し
部
屋
」
に
押
し
込
み
、

早
期
退
職
を
迫
る
。
国
際
労
働
基
準
や
国
内
法
で
も
規
制
さ

れ
て
い
る
退
職
強
要
や
人
権
侵
害
ま
で
や
る
。
こ
れ
が
「
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
」
と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
日
立
で
働
く
労
働
者
は
、
自
ら
声

を
あ
げ
、
働
く
権
利
を
主
張
し
て
闘
い
に
立
ち
上
が
り
、
前

進
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

【
闘
え
ば
前
進
で
き
る
】

粘
り
強
い
闘
い
で

フ
ル
タ
イ
ム
＆
賃
金
ア
ッ
プ
実
現

Ｕ
Ｍ
Ｃ
・
Ｈ
（
旧
神
奈
川
工
場
）
は
、
18
年
７
月
に
Ｕ
Ｍ

Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
Ｕ
Ｍ
Ｃ
）
に
株
譲
渡
し
、
子
会
社

化
し
た
会
社
で
す
。
日
立
か
ら
の
株
譲
渡
さ
れ
た
際
は
、
日

立
の
労
働
条
件
を
維
持
し
、
六
十
歳
定
年
後
の
再
雇
用
者
も

日
立
の
労
働
条
件
は
引
き
継
が
れ
る
と
し
た
は
ず
が
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
社
売
却
後
は
労
働
条
件
を
こ
と
ご
と

く
反
故
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

２
年
前
に
定
年
を
迎
え
、
再
雇
用

契
約
を
結
ん
だ
Ｗ
さ
ん
は
、
仕
事
量

は
少
な
い
た
め
週
５
日
で
１
日
６
時

間
の
勤
務
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
再
雇
用
者
の
賃
金
は
地
域
別
生
活

保
護
者
の
水
準
も
下
回
る
ひ
ど
い
賃
金
だ
」
と
、
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
に
入
っ
て
、
数
回
の
団
交
や
株
主
総
会
を
使
っ

て
是
正
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
21
年
３
月
か
ら

週
５
日
勤
務
、
１
日
７
・
７
５
時
間
の
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
を

実
現
し
、
大
幅
賃
金
ア
ッ
プ
を
実
現
し
ま
し
た
。

退
職
に
追
い
込
む
「
追
い
出
し
部
屋
」

の
廃
止
を

日
立
が
進
め
る
18
年
中
期
経

営
計
画
の
「
営
業
利
益
10
％
達

成
」
の
掛
け
声
の
も
と
、
日
立

I
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス

（
以
下
Ｂ
Ｓ
と
略
）
は
、
日
立

Ｉ
Ｔ
事
業
部
門
の
リ
ス
ト
ラ
攻

撃
の
「
対
象
者
」
の
受
け
皿
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。16

年
頃
よ
り
始
ま
っ
た
日
立
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
部
門
の
Ｂ
Ｐ

Ｏ
化
は
、
職
場
毎
Ｂ
Ｓ
へ
移
管
し
、
移
管
後
は
、
日
立
か
ら

転
属
、
３
割
カ
ッ
ト
の
賃
金
に
下
げ
ら
れ
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト

の
標
的
に
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
「
効
率
を
上
げ
て

い
な
い
。
市
場
価
値
も
な
い
」
「
あ
な
た
に
与
え
る
仕
事
は

な
い
」
な
ど
の
上
司
か
ら
の
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
室
」
（
通
称
「
追
い
出

し
部
屋
」
）
に
異
動
さ
せ
ら
れ
、
毎
日
自
己
研
鑽
の
た
め
の

学
習
や
、
自
分
で
次
の
就
職
先
を
探
す
な
ど
の
酷
い
扱
い
を

１
年
半
以
上
も
受
け
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
酷
い
扱
い
を
受
け
て
き
た
労
働
者
か
ら
、
昨
年
、
電

機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
に
相
談
が
持
ち
込
ま
れ
、
現
在
団
体
交

渉
を
通
じ
て
「
パ
ワ
ハ
ラ
の
謝
罪
」
「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

室
」
か
ら
元
の
職
場
に
戻
す
こ
と
を
会
社
に
求
め
て
交
渉
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
「
人
権
無
視
の
追
い
出
し
部

屋
」
施
策
を
、
経
団
連
会
長
を
輩
出
す
る
大
企
業
日
立
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
社
会
的
に
糾
弾
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
、
不
当
な
リ
ス
ト
ラ
攻
撃
を
跳

ね
返
す
為
に
、
あ
な
た
の
意
志
を
会
社
に
是
正
さ
せ
て
い
く

取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
裁
判
で
も
前
進
」

日
立
黒
字
リ
ス
ト
ラ
事
件

２
０
２
１
年
２
月
３
日
、
日
立
製
作
所

の
管
理
職
で
あ
る
原
告
が
、
日
立
に
対
し
、

日
立
が
「
黒
字
リ
ス
ト
ラ
」
の
一
環
と
し

て
行
っ
て
き
た
個
別
面
談
に
よ
る
退
職
強

要
、
退
職
拒
否
後
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
査
定
差
別
に
つ
き
損
害
賠
償
を
求
め

た
事
件
に
お
い
て
、
日
立
が
個
別
面
談
で

違
法
な
退
職
強
要
を
行
っ
た
こ
と
を
認
定

し
、
日
立
に
対

し
損
害
賠
償
の

支
払
い
を
命
じ

る
判
決
を
言
い

渡
し
ま
し
た
。

（
横
浜
地
裁
）

そ
の
後
、
控
訴

審
で
和
解
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
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日立グループ連合2021年春闘回答状況(抜粋) 

賃金 賃金

水準
改善額

金額 月数
水準

改善額
金額 月数

日 立 2,000 1,907,000 6.0 1,200
1,827,350
+30,000

5.75
+特別加算

日立金属 0 1,540,000 5.0 0
1,827,350
+30,000

4.3

工機 2,000 1,574,040 5.2 1,400 1,574,040 5.2

ビアメカニクス 2,000 1,450,000 4.53

日立国際電気G 2,000 1,821,472 5.6 1,000 1,785,694 5.49

日立建機G 2,000 1,542,000 5.2 1,200
1,423,000
+60,000

4.80
+協力貢献金

日立GLS 2,000 1,577,340 5.4 1,200
1,527,684
+30,000

5.23
+感染対策特別

加算金

HiICS 2,000 1,618,000 5.3 1,200
1,563,136
+30,000

5.12
 +特別加算

HISYS 2,000 1,947,000 6.1
1,200

1,880,000 ＋
50,000 ＋

30,000

5.89
＋10 周年記念金

＋特別加算

HST 2,000 1,456,000 5.0 1,200
1,383,600
+30,000

4.75
+特別加算

HIENG 2,000 1,548,000 5.1 1,200
1,417,000
+30,000

4.67
+特別一時金

日立ＡＭＳ 2,000 1,646,700 5.5 1,200
1,565,900
+30,000

5.23
+特別加算

HISOL 2,000 1,921,000 6.2 1,200
1,843,000
+30,000
+30,000

5.95
+特別加算

+オフィス集約等 協力

一時金

ビルシステム 2,000 1,680,000 5.8 1,200
1,598,062
+30,000

5.52
+特別加算

マクセル 2,000 1,521,165 5.0 1,500 1,414,683 4.65

日立パワー 2,000 1,768,680 6.0 1,200
1,694,986
+30,000

5.75
+特別加算

日立物流 2,000 1,914,536 5.7 1,200 1,914,124 5.7

日立ドキュメント 2,000 1,417,035 5.0 0 1,068,444 3.77

個

別
賃

上
げ
方

式

平

均
賃
上

げ
方

式

労組名 一時金

要求 

職
種
別
賃
上
げ
方
式

回答

一時金

3月24日時点

電
機
連
合
の
春
闘
要
求
に
対
す
る
電
機
大

手
の
回
答
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
を
理
由

に
抑
え
込
み
を
主
張
し
、
電
機
連
合
が
基
本

賃
金
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ
ア
）
の
統
一
回

答
基
準
を
「
１
０
０
０
円
以
上
」
に
決
め
た

こ
と
で
11
社
が
前
年
と
同
水
準
の
１
０
０
０

円
に
と
ど
ま
る
な
ど
、
労
働
者
の
大
幅
賃
上

げ
要
求
に
背
を
向
け
る
低
額
回
答
と
な
り
ま

し
た
。

日
立
製
作
所
は
ベ
ア
相
当
の
賃
金
改
善
額

と
し
て
、
要
求
額
２
０
０
０
円
に
対
し
１
２

０
０
円
を
回
答
。
昨
年
の
妥
結
額
の
１
５
０

０
円
を
下
回
り
ま
し
た
。
一
時
金
は
５
・
７

５
カ
月
分
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

費
用
補
填
の
特
別
加
算
と
し
て
３
万
円
を
支

給
す
る
と
し
ま
し
た
。
組
合
要
求
は
６
・
０

カ
月
分
で
し
た
。

日
立
労
組
が
春
闘
要
求
時
に
公
表
し
た
組

合
員
の
生
活
実
態
は
、
赤
字
世
帯
は
１
４
・

５
％
。
賃
上
げ
に
よ
る
家
計
の
収
支
改
善
は

見
ら
れ
な
い
。
「
社
会
保
障
費
」
を
は
じ
め
、

「
消
費
増
税
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響
」
な
ど
、

将
来
不
安
が
払
拭
で
き
な
い
状
況
と
報
告
し

て
い
ま
す
。

一
方
、
日
立
製
作
所
が
発
表
し
た
２
０
２

０
年
度
通
期
の
業
績
見
通
し
は
、
当
期
純
利

益
が
３
７
０
０
億
円
で
大
幅
増
益
と
な
る
と

の
こ
と
で
す
。
内
部
留
保
は
約
３
兆
円
で
、

役
員
報
酬
１
億
円
以
上
は
18
人
で
す
。
巨
額

の
利
益
、
内
部
留
保
を
抱
え
な
が
ら
賃
金
を

抑
え
込
む
会
社
の
社
会
的
責
任
が
問
わ
れ
ま

す
。日

立
労
組
は
、
「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
お

け
る
新
し
い
働
き

方
」
や
「
ジ
ョ
ブ
型
人

財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換
」
に
つ
い
て
論

議
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
続
き
、

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
１
０
０
労
使
委
員
会
等
の
場
に
お

い
て
、
職
場
の
声
を
伝
え
て
い

き
、
組
合
員
・
従
業
員
の
理
解
・

納
得
を
得
な
が
ら
よ
り
良
い
施

策
と
な
る
よ
う
、
労
使
協
調
で

取
組
み
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

菅
首
相
は
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
「
最
低

賃
金
を
よ
り
早
期
に
全
国
平
均
で
千
円
に
す

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
全
労
連
は
全
国
一
律

最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
賃
金
の
生
計
費
原
則

と
最
低
生
計
費
試
算
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
人
間
ら
し
く
く
ら
せ
る
最
低
賃
金
を
求

め
て
１
５
０
０
円
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
改
善
は
、
非
正
規

労
働
者
だ
け
の
問
題
と
せ
ず
、
働
く
人
の
共

通
の
要
求
行
動
で
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

最
賃
引
き
上
げ
を
」
の
声
を
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

Ｇ
Ｐ
Ｍ
面
談
の
評
価
が
心
配

20
年
度
、
Ｇ
Ｐ
Ｍ
下
期
／
最
終
総
合
評
価
面

談
が
3
月
末
に
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
1
年
間
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
で
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）

が
ほ
と
ん
ど
で
、
コ
ミ
ニ
ケ
シ
ョ
ン
も
不
十
分

で
「
や
り
た
い
仕
事
」
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
」
も

自
ら
主
体
的
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
。
評
価
が

下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
不
安
。
残
業
も
少
な

か
っ
た
の
で
生
活
費
が
心
配
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
＆
サ
ー
ビ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
）

テ
レ
ワ
ー
ク
で
や
っ
て
い
け
る
？

間
接
員
に
対
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
進
め
る

提
案
が
最
近
な
さ
れ
た
。
２
月
、
３
月
は
試
行

期
間
と
の
話
。
４
月
か
ら
本
格
導
入
と
の
話
だ

が
、
製
造
現
場
と
の
や
り
取
り
が
多
い
職
場
も

多
い
。
そ
の
中
で
、
一
体
ど
れ
だ
け
テ
レ
ワ
ー

ク
で
や
っ
て
い
け
る
か
は
な
は
だ
疑
問
で
す
。

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
必
要
な
備
品
、
そ
の
た

め
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
考
え

て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
、
検
討
が
大
変
だ
な
と
思
っ

て
し
ま
う
。

（
日
立
Ｊ
Ｃ
空
調
・
清
水
）

全
従
業
員
に
新
型
コ
ロ
ナ
検
査
を
実
施

会
社
か
ら
自
宅
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
検
査
キ
ッ

ト
が
送
ら
れ
て
き
た
。
職
場
で
感
染
を
広
げ
な

い
た
め
に
有
効
な
施
策
だ
と
思
う
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
収
束
す
る
ま
で
は
定
期
的
に

実
施
し
て
ほ
し
い
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

明
日
は
我
が
身
か
も

今
回
の
春
闘
に
つ
い
て
、
若
手
は
「
賞
与
の

特
別
加
算
３
万
円
が
大
き
い
」
と
歓
迎
し
て
い

た
。
一
方
で
同
じ
場
内
の
三
菱
パ
ワ
ー
は
ベ
ア

を
見
送
っ
て
お
り
、
明
日
は
我
が
身
か
も
と
い

う
思
い
だ
。

（
日
立
事
業
所
）

事
業
方
針
転
換
の
効
果
は
ど
こ
に
？

旧
（
日
立
超
Ｌ
）
が
、
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ｈ
Ｓ
Ｔ
）

に
な
っ
て
、
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
、
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）

グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
っ
て
、
何

か
良
か
っ
た
事
は
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？
と
考
え
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
事
業

の
す
み
分
け
は
出
来
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

逆
に
協
業
に
よ
る
相
乗
効
果
が
出
せ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

人
事
の
面
で
は
、
あ
る
程
度
交
流
が
あ
る
よ

う
に
思
い
ま
す
が
、
当
社
の
中
心
で
あ
る
事
業

部
門
で
は
、
あ
ま
り
そ
の
効
果
が
表
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
ま
せ
ん
。

（
Ｈ
Ｓ
Ｔ
）

職
場
は
疲
弊
し
日
々
殺
伐

現
状
の
作
業
量
に
対
し
て
人
員
の
手
配
が
追

い
付
い
て
い
な
い
。
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
の
残

業
、
相
次
ぐ
休
日
出
勤
続
き
で
皆
疲
弊
し
、
職

場
は
日
々
殺
伐
と
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
大
規

模
リ
ス
ト
ラ
の
人
員
削
減
が
追
い
打
ち
を
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
。
辞
め
る
も
地
獄
、
残
る
も

地
獄
。
明
日
が
見
え
ま
せ
ん
。

毎
日
が
苦
し
い
で
す
。

（
日
立
関
連
・
茨
城
）

21春闘 企業利益が社員に還元されず

ベ
ア
は
１
２
０
０
円
の

低
額
回
答

社
員
は
生
活
困
窮
で
も

会
社
は
大
幅
増
益

ジ
ョ
ブ
型
人
財
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

導
入
は
労
使
で
継
続
検
討

最
低
賃
金
１
５
０
０
円
実
現
を

共
通
の
取
り
組
み
に


